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 3カ月ぶりの発行となります。またいろいろ動きがありましたが、一

番の変化は娘たちが帰国したことです。娘たち、今は日本とインドネシ

アの 2重国籍なので、帰国というか出国というか? なんともあいまいな

ところです。 

 

 5月になって長女が朝食の席で「私たちインド

ネシアに戻る。5月の 20日頃だと思う」と爆弾

発言をするのでびっくりしてしまいましたが、イ

ンドネシアの家内とは話ができているとのこと

で、一般的にいつの時代においても父親は蚊帳の

外という疎外感を味わうこととなりました。 

 

長女は将来建築の仕事をしたいということを以

前聞いたことがありましたが、言葉の不自由な日

本で生活するよりもインドネシアの高校に編入し

て勉強を続けたいという意見を持っています。 

 

次女は歯医者になりたいと言っています。中学を卒業して日本の高校

教育を受ける気構えでしたが、年齢的には日本の中学 2年に相当すると

いう事から、町内の中学校に在籍しながら、こちらのインターナショナ

ルスクールに通っていました。しかし、どうしても日本語がベースとな

ってしまい、学年コンプレックスに加えて日本語の勉強という環境にも

なかなか順応するのが難しいようでした。そのため、インドネシアのイ

ンターナショナルスクールに入学したいという希望があり一緒に帰国と

いう運びとなりました。 

 

 次女はインターナショナルスクール入学に関しては全く問題がないの

ですが、長女は高校 1年の時代を日本で過ごしたこともあって、インド

ネシアの高校に編入するにあたり、学力審査を受ける必要があります。

帰国の話が急だったので、軽井沢のインターナショナルスクールでも急

遽カリキュラムを立て直してくださって、約 3週間のプログラム消化後

テストを受けて成績証明を発行してもらうという事になりました。 

 

のんびり過ごす次女と対照的に、長女は朝から晩まで勉強し、毎朝の

お弁当作りも次女にバトンタッチ。どうしても次女が上手く作れないと

か不具合が出て、長女に助けを求めると、トラブルになり朝から喧嘩。

ストレスからにきびも増えていきました。 

 

 5月 31日からテスト開始。6月 3日に成績証明書が発行され、レター

パックでインドネシア大使館に発送。週明けの 7日に担当者が目を通し

て返送され、8日に届いて 10日に出国の予定です。加えて二人は出国 48

時間以内の PCR検査の陰性証明書も必要です。昨年末から年明けに家内

が来日した際、帰国に当たって証明書が必要だったのですが、そのクリ

ニックが「少し前までは英文の証明書を作ってい

たのですが、今は日本語のみです」というので、

また別のクリニックを探して 7日に検査。9日に証

明書を受け取りました。インドネシア大使館から

スタンプと署名が入った書類が返送されてきたの

も 9日で、綱渡り状態でした。このほかにもスマ

ホの解約、役場への届け、教育委員会での手続

き、今まで通っていたスクールでのお別れ会、先

生たちとの夕食会などがありました。 

 

 10日は羽田空港からの出発が 11時 45分だった

ので、軽井沢を出発したのが 6時半。約 3時間半

で羽田に到着しました。すぐに出国手続きという

事になりました。このご時世から家内の出国の時と同様に空港内はまば

らな人影でした。今までの経緯から長女が大泣きすると思っていたとこ

ろ、え、何でというぐらい次女が落ち込んでしまい「そんなに悲しいん

だったらインドネシアに帰らないほうが良いよ」と一言告げると泣き笑

いになりました。そして娘たちを乗せたガルーダインドネシア航空機は

日本を後にして夕方には首都ジャカルタに到着。その後 4日間のホテル

での隔離を終えて無事スマトラの家内のもとへと戻ったのでした。 

 

 「父母はこれが主のご計画であり、主がペリシテ人に手がかりを求め

ておられることが分からなかった」(士師記 14:4a) 「母はこれらのこ

とをすべて心に納めていた」(ルカ 2:51b) という聖書の箇所が心に浮

かびます。父親が娘たちの将来を自分の思うとおりにすることはできな

いし、それぞれ神様からいただいた命と信仰を大切にして備えられた道

を感謝と共に進んでほしいと思っています。 (写真左からトバ湖・家内・南海) 

(軽井沢に住むルーテル教会員・宇野 仰) 

 


